子供が 階段から 落ちて けが をした。 右の 眉 骨 を 打つ 

たと 見えて 眼瞼が まんじゅう のように ふくれ 上がった。 

それだけ かと 思って いたが 吐きけ の あるの が 気になつ 

た。 医者が 来て 見る と、 どうも 右 肩の 鎖骨が 折れて い 

るら しいと いうので 驚いて 整形外科の T 博士に 診ても 

らうと やはり 鎖骨が みごとに 折れて いる。 しかし その 

ほう はたい した 事で はない。 それよりも 右耳の 後上 部 

の 頭蓋骨 を ひどく 打ったら しい 形跡が あって、 その ほ 

うが はなはだ 大事 だとい うので、 はじめは たいした 事 

でもない と 思った 事 がらが だんだんに 重大に なって 来 

た。 T 氏の 話に よると、 頭 を 打って から 数 時間の 間 当 



れた 川ば た 道 を 半ばぐ らいまで 歩いて 来たと きで あつ 

た。 そうして、 いつもの とお リ、 近所の 友 だち と 話 を 

しながら 帰って来て いたのであった らしい。 それに か 

かわらず その 間数 十分、 あるいは 一 二 時間の 間の 記憶 

が 実にき れいに 消えて しまって いたので ある。 それ か 

うち 

ら 宅へ 帰っても、 しかられる のが こわい から、 この 事 

は 両親に も だれに も 話さない でいた。 考えて みると 実 

に 危険な ことであった。 

こういう 場合に 対する 上記の T 博士の い つたよう な 

注意 は、 万人が 万人 日常 よくよく 心得て いなけれ ばな 

らな いはず であるのに、 今度と いう 今度まで つい ぞー 



天然の もの は 何 を 見ても 実に 巧妙に できて いる。 人間 

の 五体で もけ が をす ると そこが 痛む。 動く とひ どく 痛 

むから しかたなく じっとし ている。 じっとし ていれば 

直る もの は ひとりで 直る ようにで きている ものら しい _ 

もし、 これが ちっとも 痛くなかったら 平気で 動き回る _ 

動き回れば 傷 も 骨折 もなかな か 直る ときはな いで あろ 

、つ。 

腸 胃が 悪い と 腹が 痛かったり 胸が 悪かった りする か 

ら 食物 を 食う 気になれない。 もしも なんの 苦痛 もな 

かったら 平気で なんでも 食う。 食えば いよいよ 病気が 

重くな つて 行く に 相違ない。 風邪をひいて 熱が 高くな 



ると 苦しくて 仕事が できなくなる。 寝た くなる。 寝れ 

ば 直る が 無理す ると 肺炎になる。 

これらの 平凡す ぎる ほど 平凡な 事実の 中に、 実に 驚 

嘆すべき 造化の妙 機の ある ことに 今 ま で 少しも 心づ か 

ないで いたのが、 今度の 子供の 災難に 会って 始めて 少 

しばかり わかり かけて 来たよう な 気がする。 

a こ 

犬 や 猫 はこれ を ちゃんと 心得て いるよう である。 そ 

うして たい て い のけが や 病 は 自然の 力で 直して しまう。 

人間 はわず かの 知恵に 思い上が つ て 天然 をば かにして 

時々 無理な こと をす る。 そうして 失わなくても 済む の 

に 一 一 つと ない 生命 を 失う 場合が 多い ように 思われる。 



精神の けがで も これら 天然の 妙 機 を 人工的に 封 巾 助す る 

ことによ つ て 楽に 治療 できるようになる かもしれ ない。 

自分が 今 ここで こんな 空想 を 起こして いるの も、 事 

によると 子供の けがで びっくりして 少し 頭が 変にな つ 

たせい かもしれ ないし、 それならば また、 こんな 事 を 

おくめんもなく 書く 気になる の は、 その 天然 自然の 治 

療法 を 無意識に 実行して いるの かもしれ ない ので ある。 

(昭和 八 年 一月、 工業大学 蔵 前 新聞) 
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